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Lの
分
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例
な
る
影

%

.を

.及

、ほ
■す
か
は
從
來
久
し
.く
學
卷
間
に
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■
硏
究

-

れ
つ

.つ

.あ
つ

^

問
.題
で
あ
る
。

歐
洲
に
.於

て
は

長
子
相
續
せ

#
_割
相
續

(

平
分
相
續
又 

. 

-•«
分
頭
相
^
と
 
'

 

も
云
ふ

)

の 

'一
ー
稱

'̂
つ
' 

..
て
、前
者

^

父
の

.

.死
後
總
て
の
遺
產
.を
其
の
嗣
子
た
る
提 

子
が

繼
承
し

r

後
者

.
は
其
の
子
女
に
夫

^

/

\
平
等

R

分
倒
し
て
や
る
も
の
で
あ

.る
、
•歐
.洲
大
睦 

「

の
諸
國
は

.，释
蘭
：
®

翔
逸
等
：
;̂
始
：め
；文

.明
國
を
以

V

稱
せ
ら
る
る
も
の

■は
、皆

.
何
れ
も
後
者
.即
ち 

.分割：

相

纘

法
を

«
用
し
、死

薺

の

，，遺

產

就

中

.其

不

11
:
產
は

'
^
女
を
問
は
.す

T
切

總

て

の

'子
供
に 

均
分
す
る
の
で
ぁ
る
、然
れ
ど
も
今
滕
：史
上
ょ

>

之
を
看
事
す
れ

.■ば
、中
世
紀
.以
前
の
事
は
且
ら 

く
措
き
、封
建

.制

度

，が

段

々
.發

逹

し

て

來

た
'
時
.
代

に

於

て

は

、大

陸

謂

國

で

毛

一

般

に
.
提

子

相

.續 

法
ノ
力w

は

れ

て

，̂

.つ
,た
.，の
_で
.あ

る

,シ
ョ'1,
ジ
、フ.'..ロ
 

'ド
リ

ッ
ク
氏
、はi

長
.子
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續
に
.
關
す
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監
督
の
下
に
出
版
し
た
る

，

.
S
yste

m
s  o

f la
n
d

 te
n

u
re

VD
中
に

收
：UH

於
て
最
ノ
も
.
：詳
。'か
’
に：此
の
問
鶴
文
硏
究
し

r

長
子
相
續
法
な

'
る.
i

の
'
は.
元
永
封

®

卿
度
，の

'

 

邋
制
な
る
，
t
'
と
を
述
べ
て
、卦
建
の
行

.
ば
れ
た

'る
：中
世

•
紀
時
代

k

へ
は.
何.
、

に

、

れ

穴

.
 

る
も
の
な
る
こ
ビ
を
赃
明
：し

"
斷

し

ツ

0
 ̂

1
 

institution'.

で
あ
る
令
論
じ
七

"
へ
シ
リ

'l

r
メ 

J
^

氏.
.

が
其
.
の
：：以
修

「

古
代

^

中
：に
諭
述
し
穴
る

.
意
見
'
に
同
.
意
し
.

て.
：居.
る
、の
で

’
ぁ
る
、
又

有

-名

な
 

る
歷
史
家
.
フ'
f
I

V
マ

氏

も

7:
.

V

マ
ン
：へ
コ
ン
ク
エ
ス
ト

」

以
俞
.
に
择
此

」

の
：̂

は
狩
蜂
.
れ

1 :
居
ら 

な
か
a

戍
も
，の
，で
あ
る

/
 i

マ
ン
人
，が
.
英
國
を
征
服
し
，て
封
建
制
度
：を
‘採
用
し
た

る
ょ
4
 

.

ま
づ
^̂

の
ぜ
あ
る
ビ

S,

ひ
、又
ォ
ク

.

ス
，
1.

ド
^

學
0

敎
8

ハで-
あ
'

 

つ
れ
モ

y
r1

グ
氏
务
亦
 

，
同
じ
事
を
：.吞
つ
て
：«
,

承
_

續
4

最
も
奢
.
し
含
遺
，.物
.
.で
.

あ
る
，在

，明

言

し
<

居

る

の
t

あ
、
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此
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し
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は
る
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で
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る
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元
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封
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轄
時
^

に
.

於
て
は

.

±
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は
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堪
事
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財
政
上「
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_
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務
.

を
盡
：く
す
_
;ぞ
'

云
ふ
條
件
.に
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#

領
し
れ
る
も
の
な
る
，が

’
.故
に
、之
.
を

顧

有

ず

る

會

が

肆

ま

：‘>

に
'

分
劍
す
る
と
一
ぞ
ふ
；

は
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實
全
く
不
可
能
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で
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；あ
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れ
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の
で
あ
、る
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：，を
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割

す

る
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.
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:^
ど
も
尙
 '

一
步
を
進
め
其
の
极
本
思
韻
に
立
入
り
て
長

.
子
相
.
«

法
の
眞
の
起
：.原
を
尋
ぬ
れ

 

ば
：； V

ぐ
全
ぐ
古
の
家
族
制
度
に
基
因
す
，る
の
で
必
つ
て
、家
族
制
度
の
時

'
代
に
は
■個
人
の
財
産

 

な
る1

も
の
在

t

财
库
は
悉

.
く

.一 .

家.
共
有
の

V

財
產
で
あ
っ

5

族
：が
“

各
自
財
產
を
所
有

 

.
す
る
ビ
云
ふ
觀
念
は
そ
の

-
時
代
其
は
全
然
成
立
；つ
て
居

.
な
か
，つ

‘

,

も
の
で
あ
る
、財
產
が
家
族

 

の.
財
摩
で
あ
つ
て
分
割
す
ベ
か
ら
ず
と
認
め

&

る

、
間

は

；、
其

の

家

：族

を

代

表

す

る

相
«'
酋

た 

.
る

•%
の.
が
、
其

の

財

產0

全
部
を
ン
ッ

/
ク
夕
、其
儘
相
續
す
る
は
固
ょ

;̂
、當
然
の
.
事
で
あ

9

た
の 

で
あ
，今
然
ら
ば
封
建
制
度
と
家
族
制
度

e

は.
相
待
つ
て
離
る
ぺ
か
ら
ざ
る
も
'の
で
あ
づ
た
と

 

同
時
に
•
此

の

家

辨

制

：度

：と
.
分

：離

：す

べ

が

奋̂

R

欠

ぐ

可

ら 

3T
る

要

件
X

な

つ
^

も
'の

で

あ

ら

.
>
>
。

ァ
ダ
ム
、ス
ミ
ス
は

®

も
詳
か

.
に
此
の
間
題
を
說
明

.
し
て
日
ぐ
土

.地
が
.
»
產
と
同
じ
く
寧
に 

人.

W

の
生
計
の
資
源

ビ

認
，め

ら

れ

た

る

時

代
.に

は
.之
に
關
す
る
相
，續
法
は
自
ら
家
族
の
中
の 

總
て
の

.子
‘女

R
I
平
一
分
す
る
こ
ビ
、
な
り

!:
居

.ク
た
の
、で
あ
る
、然
る

V

R
時
世
の
變
遷
に
從

a

±
 

地
：は

®

だ
生
計
の
資
源

s

a

め
ら
も
、

'

0
み
な
ら

t

ソ
レ
が
權
カ

.及
保

1|
.の
必
要
の
手
段
と 

懿
め
ら
る
 
> 

時
代
と
な
つ

,.
:
て
'は
、之
を

vh
サ
V
く
.分
割
す
る
林
不
便
利
で

b

り
、不
刺
益
で
あ
つ
て

寧
ろ
一
人
，が
一

.
ト
循
め
に

'
所
有
し
て
居
る
方
が
得
，策
で
あ
る
^

一

 

般
に
思
惟
せ
ら
る
、
に

'm 

ク
た
の
で
あ
る
、不
秧
：序
木

.安
’
全
:̂

る
世

0

中
：に
於
て
は
地
主
が
其
の
地
面
に
生
活
し
て

「

居
る 

農
：民
に
與
ふ
：る
保
課
は
其

「

の
她
而
の
廣

•
.狭
；に
比
例
す
る
の
で
：あ
つ
て
、廣
.い
宏
大
な
る
本
地
を 

有
す
る
者
は
其
の
家
族

.及

靡

人

:/
1
>作
_人
等
.に
向
つ
て

f

大
な
る
保
課
を
與
ふ
，る
こ

S

が
出
來 

る
の
で

.あ
る
ノ
ソ
レ
は

T

度
廣
き
國
土
を

.有
し
て
居
る
大
國
の

5E
は
小
國
.の
王
ょ
り
完
全
な
る 

■保
«

を
其
の
國
民
に

m

_
へ
#

る
^j

同
じ
理
：由
で
あ

'る
、國
家
の
領
土
を
小

さ

く
分
制
す
る
の
が 

其
：
0

國
の
權
力
と
保

*
,
と
を

.微
涵
な
ら

U
 

財
産
を
分
割
す
る
は
興
の 

，家
の
權
カ
ビ
保
譴
ビ
を
弱
め

る

も

-
の
と
考

'
へ'
.た
る
の
が
長
子
相
續
法
の
起
原
で

'
あ
.る
ビ
云
つ 

て
居
‘
る(

富
國
論
第

|ヒ
，卷
第
ー

.ー：章

)

兎
に
角

.家
族
制
：度
の
世
の

#

に
於
て
、否

_

^
家
族
制
.度
を
根 

:

據
.
を
す
.る
封
®

制
.度

の

：
時
，
代..

に
： .

於
て
は
土
地
を
生
計
，の
資
原
ビ
す
る
の
み
な
ら
す
、其
の
家
の 

勢
力

•安
全
の
基

.礎
と
な
し
た
る

N
T

と
ば
明
か
で
あ
つ
て
、之
が
爲
に
長
子

.相
續
を

ff
i

利
S

し
利 

益

w

し
た
る
こ

V
J
I

は
疑

a

な
き
辦
實
：で
，あ
る
。

然
名
れ
歐
洲
大
陸
に
於
て
は
巾
祉

«

の
0
0 

:ち
十
四
：五

.
世
®
,
に
至
ぅ
社
會
の
發

?

|

共

-R
家
' 
族
.制
度
ば
漸
令
褎
減
し
て
、世

—

の
中
は
次
第
に 

:
個
人
制
读
な
が
之

5

同
時
，
封

.建
制
度
も
：亦
漸
次
衰
滅

•
に
歸
し

.，た
る
が
；故
に
典
後
技
，遂
に 

「

ン
第
十
四
卷

.

(

九
o

l

w、
'
:論

說

霧

相

緻

法

と

土

地

の

吩

瑯

‘
.

：

'
' 

.

.第

.七

鄉

■
'
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'

.第f

四
卷‘

(

丸
0

ニ)

リ

#

:

_

證
相
續
法
と
土
地
の
分
啤

.

. 

第
七
號_ 

.11

六

\ 

■ -
 

:
'
t
.

•
 

:,
.
 

/
:
... 

'

«3
の
‘長
.子
；饵
績
は

:a
t

#

,に
.、
必

要.
を
：參
'め
^

れ
：
ざ

る

：

u

至〜

ム
の
み
な

6

す
、元
來
此
の
法
^
人 

情〉

に
-
戾
る
殘
酷

.な
る
.
制
度
で
あ
る
と
し
、ァ
や
ム
、
ス

ミ

''
.
.ス
を
始
め

i

し
.、當
時
の
學
救
等
皆
痛
く 

#

を
.攻
擊
し
た
る

.

.的
考
め
、結
释
十
八

■世
紀
の
終
に
至

.
ち
例
の
佛
國
太
革
命
の
爾
沫
を
蒙
つ
で

歐
洲
諸
國
は
英
國
露
西

S S
-

及
-

叱
グ
グ
ィ
ャ
の

3

個
國
を
除
き
、他
は
悉
く
此
の
制
度
を
廢
止
す
る

.

.

.

.

.

.
 

.

.

. 

.

.

.

.:-

.
::
. 

.

.

.

. 

.

'

.
 

.

.

.

.

.

. 

,• 

. 

*

ニ

:̂
>

な
0
.た
：办
で

.：あ
，る
、而

'
:し
：て
此

A

長
子
相
：輯

.法

.廢
业
；の
根
本
ホ
因
た
り
し
家
族
刺
度

0
 

衰
滅
、個
入
制
度
の

.勃
興
は

'何
事
に
起
；因
す

.る
か
と
云
：へ
ば

#'
并
の
原
因
は
褪
々
あ
ら
て

1' 

ニ

に
止
ま
ら
ざ
る

v

さ
も
碗
申
重

^

な
，る
一
原
因
は
云
ふ
迄
も
？

 

C

0

馬
法
の
勢
^

で
あ
つ
た

.

.

.

 

.

 

.

.

の
で
あ
る
、世
人
ー
の

」

知
：る
が
如
く
羅
埸
法
は
個
人
の
人
格
を
重
じ
個
人
主
：

-

を
認
，む
る
の
で
あ 

つ
て
、近
世
に
於
げ
る
歐
米
の
；法
：律
が
皆
此
の
虫

.義

.
に
，基
つ
き
て
、成
立
し
.：居
る
こ
ミ
は
何
れ
も 

直

接
若
く
は
間
接
に
羅
，馬
法

0

勢
カ
を
廣

0

て
居
：る

.が
_

で
あ
る
、現
に
本
論
の
相
續
問
題

：

に
 

:就

1:
.も
.雜
埸
法

^

於
^

は
：被
へ
相
：續
者

」

の
：̂

悉
く
其
の
子
女
へ
平
等
に
分
割
す
る
こ
と
に 

な
ろ
ャ
居
る
，の

^

あ
る
-
故
：に
中

.世
紀
の
終

S
.

ょ

办

羅

馬

，法

の

：

.硏
究
，V

段
，：
々

盛

：
.ん

な

：
る

に

及

び" 

家
放
制
度
の
衰
滅
：も
：

*'
に分

：：

割
枇
释
法

.が
長

(

子「相
！ ®

法
に
代
は

ク

5

め
ら
る

S

に
至
令

た

 

.る

よ
.む
怪
し
む

に'
.

足
ら
な
い
の
，で
あ
る
0

然
る
に
英
國

は
.：

虱
來
保
守

の
國
で
あ
つ

て
羅

馬
法
の
勢
力

'を
受
'く
る
己

ビ
a
o
比
較
的
少

«

く
し
て
、夫
の

「

コ
ン
，
ン“
ね
ク
し
の
如
き
も
全
レ
中

 

世.
：
.
紀.
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嫡
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總
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萬
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す
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分
割
.法
を
採 

用
-'
1

.

、被

:*
續
人

死
去
し
て

遺
言
が
な
か

o

,f
e

場
合
.に

は

戶

令

は

明

か

.
に
其
の
分
配
法
を
規
定 

し
て
居
る
の

で
あ
る
、即
ち
分

.に

應

す

.る

翁. 1

產
を
分
配
す
べ

5

も
の

)

家
人
、奴
婢
、田
宅
、資
財

總 

“計
し
て
法
を
作
す
、嫡

-
母
.織
母
及

a

嫡
子
，は
各

十
二
分
、庶
子
は

1

分
、其
の

'妻
家
得
る
•所
は
分
つ

'

.

.

.

.

.

.

I 

\
.<
:
,

限
.
に
在
ふ
ず
云
令
で
あ

A

、又
其
他
兄
弟

®

妹
な
ど
の
相
續
分
を
谷
々
規
定
し
あ
る
所

?:
見
ft

•
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,

ば
鬼
に
：角
文
武

^

元
.正
_

0

頃
.に
於
て
は
死
潜
の

*

库
は
家
督
の
相
徵
ぐ
は
區
別
し
て
、夫
れ

/

A

A

-

Kの
令
に

®

め
：た
る
親
等
の
順
位
；に
分
割
し
た
る
も
の

ら
し
い
の
で
あ
る
9

蓋
し

當
時
：

.

. 

.

.

. 

.

. 

.

の
EI
.地

な

る
. i
>の

は
；：：

英

國
0

_
ソ
レ
と
同
、じ
ぐ

「

法

®

に
^

て
は
皆
悉
く
國
家
の
所
有
で

.あ
つ
て
、
 

個

人

炎

勝

手

に

之

を

處

分

、し
：得
'V

き
性
質
の
も
の

'に
あ
ら
ざ
り
し
も
、戶
令

0

明
文
に
依
れ
ぼ 

鶴
.田
、園
地

'^
勿

‘論
の

^

、功

11
1

功
_

綠
に
て
も
，或
る
.制
限
の
下
に
皆
喪
れ
，

^

-

子
孫
に
相
傳
す
，
 

る
—

を
許
さ
れ
た

.る
も
の
な
れ
ば
、是
，等
不
動
産
の

'
.相
續
法
に
就
て
は
王
朝
時
代
.は
鎌
倉
室
町 

诗
代
よ
う

^

^

つ
て
大
に
完
備
し
居
た
る
こ
ビ

、

思
'
.は
る
、然
れ
と
も
■ソ
レ
は
旦
•ら
く
別
問

«

•̂
‘な

し

、
鬼
ー
に
.角
此

0

時
.代
に
於
て
は
家
瞥
は

.
長
子
相
續
な
り
し

4
,墙
產
'
に
は
；發
賴
相
：續

.
が
'_行 

は
'
れ
て
；居

' 
つ
^

ビ
；云
' 
务

乙

と

は
掩
.ふ

可
ら

h

 
.る
：

)

事
：實

.で
：あ

る
與
其
の
後
何
れ
の

時
.代
に
於
て 

か
遺
.產
の
.分
剝
栩

'續
，法
ば

'
自
：ら
，消
滅
し
て
！

.‘家
め
財

■產
は
擧
け
て

'戸
.主
：の
所
有
に

.歸
す
る
；
こ

.

_

:̂ .
、
な
ぇ
家
督

.
相
、續

^
秦
產
相
續
と
は
へ
て
ッ

R
_
猫.
同
/
し
て
-
皆
嫡

^

子
に
；相
傳
す

.
る
：嗔
例

|
ミ
す
. 

な
へ
办
た
る
も
の

.
で
あ
.
る
、而
し
て
斯
く
の
如

〕 _

惯.
例
の
行
は
れ
始
め

^

る
'
は
明
か
.
.
に
，ル

11

.̂:の
頃
 

で
あ
る
？
斷
定
す
る
こ

S

能
は
>

る
も
、勿
論
封

.
建
制
度

'發
生
以
.隹

 

て
、そ
の
制

- 

度ぃ
0

’具
：爾
す
.
.
々
，に
':隨
ら
¥
 

る
、
こ
を

V

な
ん
遂
に
，確

..
：乎.
.
$»

す
べ
か
、ら
、ざ
を

• 

®
 

 ̂

-  

- 

r

:

へ，家

;#
相
續
に
於

‘て
.
.嫡
出
の
長
與
子
を
、取
る
ぢ
云

-
ふ
.の
法
：即

?>
所
；_

長
：子
相
續
法
の

.

.起
_

は
~ 

長
身
：歷
.本
を
身

.す
る

9

で
あ

C
V

て
、®
確

•

に
之
を
た
じ
か
む
な

.
z 

i 
0

§

る
も
、余
：が
ナ
レ

n 

^

il
.

.̂
的
の
材
料
に
據
つ
：

y
.

推
測
す
る
所
に
依
れ

■
ば
先
つ
，第

|

に
'ば
ハ
上
、皇

1

は
'天
祖
め
遺

_

 

に
侬
4
.
正
1

の
素
れ
ざ
：ら
ん

乙

と
を
最
大
の
先
務
ど
す

る

が
故
：に
人
：カ

.を

.以
て

#

ふ

可

.
ら

ぎ
 

::
^

自
：然
'の
：'#
.
,序
を
重
じ
、
»

否
‘ょ
り
は

.先

.づ
美
幼

.の
序
を
正
し
て
、天
位

.

0

«鸯
#

爭

を

®
，
防

-せ 

ざ

る
、可

.4

ざ
' 
る

の
.
で

ぁ

る

、
故に

我
が
皇

室
に
於

て

は

歷

代

長

子

御

湘

績

の
制

に

，依

<?
て

帝

位
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九
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ー
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論

說

#
Mi*
f
aま
法
と
：
H
wi
0
:̂
st
t

第

七

總

H
四

を
繼
啼
玉
ふ
こ
ど

.に
定
«

つ
て
居
る
，こ
と
は
，煥
乎
と
し
て
明
な
，る
所
で
あ
：る
、宮
中

C

奉
仕
.し
. 

矢
位
に

^

尺
す
る
炎

«1
縉
紳
家

.は
又
宫
中

0
:胤
を
眞
斜
て
そ

.の
家
、
^

手
本

v

«

し
、遂

f

^
it 

法
>

t

,象
*

を
:-
®
.t>
,
る
.の
風
な
，ぅ

.
し
が
ば
，彼
等
も
亦
何
時

W
.

な
く
長
子
相
續
の
慣
例

"を
，生
：す 

も
：；2

,

茧
り
允

.の

；
で

：
あ•つ
て
、即
ち
令
の
制
定
の
と
き

■}
:

は
、此

：等

の

：憤

例

に

進

き

「

凡」

：1
1位
以
上
の 

_

嗣
.林

举

嫡

：相•承_

ぐ」
と
'云
上
の
，规
定

{:

繼
嗣
令
ぞ
 

$ A
*
-
c
v

た
る
の

..
'
で
あ
る
、而
：し
て 

又
禱
紳

^

の

象

傳

は

：凝̂

ど
卞

^

^

ん
.で
一
般
の
慣
例

S

«
o-
f2
0

は
^

■

の
こ
€
な
れ
ビ 

も
^

か
®

朝
、時
代
比
は

ft
#

0
.
0
達
尙
幼

_

に
し
て
、殊
に
往
來
交
通
の
便
開
け
ず
し
て
、帝
都 

及
噙
衙
所
在
地
の
外
ば

.王
化
，

た
洽
が
，
&

ずr

境
を
'踰
.ゆ

れ

ば

；殆

，ん

贫

：外

'
國

め

如

き

觀

を

爲

し
 

^

P

し
か

•
ば
.全
國
を
通
じ
て
統

.

|

制
度
の
普
及
す
る
こ
せ
も
出
來
な
が
つ
た
の

1?
•あ
る
、故
に 

t

時
に
，於

■け
る
相
續

‘法
は

”営
.家
其
他

.上
流
社

#
:
の

‘一

部

分

、
に

は

長

：
子
.相

績

が

行

は

れ

た

る

ベ
 

•き
も
ひ»

際
各
地
方

.

.區

々

：̂
ぁ
.つ
：
で 

も
ぁ
れ

.ば

..分
割
相
續
も
あ
り
、又
處

K

依
つ
て
は 

求

宇

相

續

な

：ど#
:
ば
れ
て
：居
つ
た
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る

-、戶
令
に
ド
ク
：あ
る
と
か
、田
令
は 

•
K 

-
ク
•ぁ
る
ど
，か
云
り

‘て
.も
^

.
レ；は
多
ぐ
は
貴
人

.の
•間
柄
の
事

#

く

は

.：
都

會

だ

け

の

事

で

あ

つ
 

V
1

艘

；民
.：
_

 

.

は
食
際
ド

r

ク
女

->
て
：居
つ
た
か
サ
：

'ッ
パ
ジ
夯

&

な

S

の
で
あ
る

,

1

^
 く 
i

處
令
區
々

.に
し
て
一
定
し
て

*

ら
な
か

0

た
も
の
 

'ら

.L
く
思
は

*

る
、
の
で

あ
，る
、然
る
に
其
後 

武
家

;0
世
の
中
ど

.衣
h

a

會
は
大
：に
.
活
動
し

.
始
め
て
地
方

4

地
方
ど
の

.

.狂
來
.交
通
，は
次
第
に 

_

^

を
：極
め
、遂
に
婦
倉
游
苹

0

時
代
：
-

な
>

て
は
稍
々
參

1/
斑
代
に

«

す
.
る
制
度
を
採
用
し
、
 

#
.
^
.
^
.
は
«*
へ
.ず
:«
會
に
'
往

蹲

,;
L
,
^
.
.
.
る
.
の
.み
.
.
*
'ら‘、ず
 

一ー
«

哨

事

.0
際
に
.
は
.
' 全
_國
の
.
豪
族
即
ち

 

各
：
,̂
方
の
大
百
卿
ば

^

々
夫
れ

-
—

.

«强
の
若
翁
必
引
卒
し
て
鎌
倉
に

#

集
；し
、事
終
作
忒
其 

の
。细

,±
に
引
上
け
て
農
業
に
從
事
す
る
，の

.，例
な

.
b

し
か
ば
、軍
事
の

.
外
は

.
總
そ
京
都
の
：宮
中
の
：
 

風
儀
'を
，眞
似
て
作
ら
れ
た
る
顧
倉
の
制
：度
は
自
ら
：其
.の

配

下
の
■諸

將

に
：移

&

、諸
將

の
.風
は

±
 

卒
に
筹
り

V
;

知
ら
ず
識
务
す
都
の
制
度
を
普
及
せ
し
め

^

る
は
、宛
も
今

n
r

の
兵
士
が
除
隊

さ

： 

办

®
 

®

^

K

V

W 

^
 

^
 

^
か
ら
し
め
つ

 

> 
あ
る
と
同
じ
乙
と
で
あ 

^

た

:0
で
あ
る

r

故

:̂
w

く 
.の
如
き
有

欉
.：：

に，V

，宴
室
縉
紳
家
の
間
に
行
は
れ
た
る
：長
.子
栩
續
法 

は

^
 

A
 

0 

其̂
下
に
傅
へ
て

1

般
に
普
及
し
，た
る
も
の
な
る
ベ 

き
も
、其
れ
ょ

.り
降

0
ぞ
#

爾
時
.代
ビ

 

下
は

.大

に

亂

，
れ
、
秩.序

、

な

く

習«

も

重

；
せ
：
 

ち
：
れ

ず

、
丽.會
沿
殆
ん
ど
其
旧

*

し
で
、朝
，夕
を
計
ら
れ
ず
、人
々
相

.見
れ
ば

■先
つ
令
日
も
無
#
で 

淡
つ

^

か
,

云
つ
て

£

に
11
し
合
；ふ

l
:̂
云
ふ
樣

.な
る
狀
況
な

b

..
L

か
«
相
續
法
の
事
な
ど
は 

'
第
十
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(
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」

W
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霜
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.
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a
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遺
鹿
相
續
法
ぐ
1
本
地
の
分
舰
.

.

：

.

第

七

媿

三

六

,全

-<
カ
の
問
題
で
あ
っ
て
其
の
制
度
如
何
の
如
き
に
は

M

ら
R

植
看
す
る
も

0

•も
な
か
っ
た 

も
し

-.
い
の
で

^

1

る
に
徳
：川
時
：代
，；に
：至
り
封

'
建
0

體
制
大
に
具

«

し
て
、諸
般
の
秩
序
定
ま 

.
る
に

‘及
ひ
、前
机

:1
'1
>

國
.令
處
令
の
.‘*例
法
ど
な
っ
て
殘
存
し
て
居
っ
た
丧
子
相
續
法
を
鹫
卫 

採
.用
し
て
、他
の

Is
.制
度
と
共
に
之
を
一
般
の
定
法
一
し
す
る
に
至
つ
た

.の
：で
あ
る
デ
レ
ば
長
子 

ネ
S

法
は
，ァ

：

タ
ム
ス
ミ

.ス
の
1

.
へ
る
如
べ
一

,
家
の

«

カ
ミ
保
護
ビ

0

必
恶
：に
起
因
し
た
る
も 

の
な
ち

^

云
へ
ぱ
萁
の
說
，泡
、に

「

巧
.妙
R

し
て
而
か
も
多
少
典
の
擧
實
な

§
 

G
あ
ら
ざ
る
ベ
き 

治

實
際

^
 
f

と
も
我
が
國
の
如
き
に
於
て
は
必

す

し
も
單
に
斯

<

CD
.
如
‘き
必
要
の
み

に
基 

:s
た
る
も
の
に
あ
，ら
ず
、寧
ろ
摩
ば
は
無
意
味
の
模
倣
に
な
ぅ
、半

.は
家
督
相
續
の
紛

#

を
避
く

. 

る
-の
便
宜
法

S

し
て
發
達

“

る
も
の
に
外
な
ら
ざ
る
の
で
あ
る
、放
に
長

‘
子
栩
續
法
の
'起
原 

を
總
て

li
t
.接
に
新
建
制

_

に：

.«
し
、
®

F
 

る

％

，

か

妥
當
な
ら
ざ
る 

i:
似
i
り

^

雖
も
、後
莕
の
發
達
仁
伴
隨
し
ャ
前
者
の
普
及
を
促

.か
し
、遂
に
我
'加
舊
日
本
に
於 

/t
0

か
す
.ベ
か
ら
ざ
る

«

例
法
と
な
り
た
る
は

#

は
れ
さ

る
事
鬣
で
あ
ら
，ぅ
、有
賀

If
士
げ
日 

本

古

代
.

法
！
：

義
に
.
於y

「

父
：，死

し

て

其

の

資

産

悉

く

長

子

に

入

る

の

制

は
®

ら
く
は
#
建
以
後 

の

制

；

る
.ベ
し

」

と
云
は
れ
、中
印
博

±

が「

德
川
峙
代
の
玄
學
夂

見

へ
左
る
私
夢
ど
題
す
る
論
文

に
於
て
.「

家
！
3
相
«

は
.：跡

:@
相
續
せ
同
：

一

で.
秧
祿
知
行
の

.
相
續
で

& .
る」

と
云
.は
れ
た
る
が
如
き

は
皆
何
れ
も

f t
日
本
.

W

ち
武

IT.
政
治
時
代
の
寧
味
に
於
け
る
家
督
財
羅
混
同
の
.畏
子
相
镇
法

.

.

.

. 

ン
.

.

.

.. 

.

ガ

封
龜

P
度
の
.
'治
下
：に
'.
發
達

:̂
た
る

名

の
な
る
.

乙
ビ

を

證

明

す

る

も

の

，で

あ

る

。

,
ソ

コ
で
我
•
か
國
に
於
て
は
如
上
の
：意
味

.に
於
け
る
長
子
相
續
法
が

，
^
 

般
■に 

廣
.ィ

f

は
.れ
っ

ゝ
あ
つ

/a
に
拘
は

ら
ず
、土
，地

所
有

.の
分
配
狀

徳
は
比
較
的
平
等
に
し
て
、英
國 

の
.：ソ

レ
.
の
如
く
少

'數
袁
の
爲

.め

.に
全
國
の

.土
地

' 
の
大

部
分
を

押
‘領
せ
ら
る
る
の
弊
害

は
曾
て 

少
し
も
之
れ
な
か
ら
，允
の
は
不

可
：
S

の
至

り
で
あ
る
、
^-

論

-B

本
全
國

R

■就

て
之
を
見
れ
ば 

其
の

土
地

は
皆
傲
讀

{:
:
平
等
の
分
配
を

#
:
て
.居
る
ど
は

.云
へ
な
い
の
で
あ
る
，例
へ
ば
出
羽

0 

本

間

氏

の

如̂

古
來
有
名

の

大
地
f

ぁ
れ

ば
、又
寸
尺
の
田
地

を
持
た
な
い
所
謂

$
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